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授業回数 履修時期 選択・必修

2 2 30 15 後期

心理学の基礎的な理論 教育相談にかかわる心理学的な理論及び概念

〔使用テキスト〕

不登校の子どもへのつながりあう登校支援
金子書房

文化学園大学保育専門学校

科目名 授業の種類 授業担当者

幼児理解・教育相談 講義 戸谷佳子

令和６年度シラバス

　幼免必修　　保育士：選択

学年 単位 時間数

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容と概要〕

幼児、児童及び生徒が自己理解を深めたり、好ましい人間関係を築いたりしながら集団生活に適応できる力をはぐくみ、個
性の伸長や人格の成長を支援することを学。それぞれの発達の特性に即し、個々の心的特質や課題を捉え、支援するため
の基礎知識を身につける。

教育相談の意義 教育相談の全体像を知る

教育相談の意義を理解する。教育相談における心理学の基礎知識やカウンセリングの基礎についても理解し、教育相談を
行う際に目標の立て方や進め方が具体的にわかる。さらに様々な専門機関との連携についても学ぶ。

〔授業の日程と各回のテーマ・授業内容〕

項　　目 授 業 内 容

講義を確認するためにレポートを書いていただくことが多いです。基準を設け、その基準で評価します。

〔受講上の注意事項〕

〔評価基準〕

授業内・外の課題における評価

保護者支援

人とのかかわりの中でつまずきを理解し、支援を学ぶ

教育相談をする際の目標の立て方と進め方

カウンセリングの基礎 受容・共感・傾聴

幼児・児童・生徒を理解する 幼児理解と教師の基礎的な態度

個と集団 個と集団でのそれぞれの支援について

保護者の心情と保護者への対応

いじめ・不登校・不登園など 様々な問題の理解と教育相談

実務教員としての経歴

実務経験と授業の関連

幼児期からの発達 各段階の発達を教育相談の視点から見る

幼児・児童・生徒のつまずき

教育相談の課題とまとめ 教育相談の課題とまとめ

教育相談の意義目標の立て方・進め
方

観察と記録 子どもの観察と記録の実際

教育相談の計画と作成と組織 教育相談の全体像を知る計画と組織での取り組み

専門機関との連携 様々な専門機関との連携

事例での理解 実際の保育場面の映像や事例をもとに幼児・児童・生徒の理解を深める


